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要約

太宰治のパーソナリティと適応障害について検討した。病跡、学、精神病理学からは人格障害の範鴎

に入るとされてきたが、いささか再考の余地があると考え、天才・ 2能人の人絡特性との関連から診

察を

告ら?ををjょったi在接の契機は、現実と仮想税実の狭間で持吟し、なおまた長期にわたる労苫の娯稿

語、ら

キイワード:

津軽人間失格パンドラの偉斜陽芥川賞文化記ザ諭仮想現実仮面的適応沼化

依イヂ杭 t'i己愛性人格時計消耗杭破防 心中事件愛と永遠

はじめに

と呼称を改め、毎年 6丹

19日に金木の丹野公闘、斜陽館において盛大な催

しが開かれているの千成21年 (2009'年)はi学科m
身の作家、J.;.'宇治の'1:.誕百年にあたるの

出版界での14版率のi白い人気作家は、夏tfi軟イi、

人

していなし~太宰治その入の人間論に焦点がおか

れるり彼は分裂性精神病質1i-と li寸)れ、 n殺未迭

を練り返し、不眠症、酒精・薬物依存症という，ti

にとらわれていた。これを臨床心瑚学的観点か

を

かれの入院時と予後か

るものと認定している

人格隙符であればそう間.単に薬では治ら

精神病質は知的障符とは相違するので、かなり高

度な知的作業ないし創作活動はnJ能である、存、

むしろその秀でた着想と雄理、異常なほとぐの集中

力、持続性と i揺執'~t:が常人が到底及ばないレベル

る。まさに天才は

ること

人を凡ドすところもある。干凡な -惑

鈍にみえてしまうというか、 舟支社会人の生活掛

から議離しているためである。エリート意識、尚

踏主義と選民・貴族主義に支配されているの自我

く、人には谷弘iこ肯んじ符ない所がある

と

な

らであったり戦後間もない時 三うまでもなく太宰治がJ能人であったことに

期に、河北新報の連載新開小説「パンドラの僅J は柏速いない。この津軽出身の:K-1'的作家は、ー

を、森繁久体の絶妙な語り 11で聴いたことを忘れ 般的:討の暮らしゃ牛.抗感情にも通じていた。少な

ないか竹さんへの淡い恋情と失15物訴にやりきれ くともよさ明解者であり同情者であったの

ない思いをさせられたことを想い出すり多感なi守j A441三文学の研究は戦中・戦読を過して多くのエ

いまな ッセイや若竹:がなされてきたり

まで緩まれ、
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λ" ，ド ifì における{反主lJJL実と仮 IAj的 ;1~.H~;

もあり、l!:1lを重ねている。弘前大学教青学部外

同人教師ウエスタホ…ベン教授の「津軽jの英

それに

となったのである。

1. 21世紀旗手の誕住

太宰治は、津料法きの百枚のmであると白端的に

i謙遜して丙いながらも、白抜院議員の父祖をもっ

lH自について語る()1撰ばれてある事の悦惚と不

安の二つわれにありoJと誇らしげに調うのであ

るのこのレトリックを単純に解釈すれば、私は決

して討しい農民の出ではない貰朕なのだという白

ぞればかりではなく、文学的J能

となるが、文化記号論的 connotatIonからは、作

家となるべき己の宿命を宵定的に受け止め、必然

してその甘く末に現黙とした不安を抱く、と

的に解釈することもできょう心青年期に誰しもが

っかは敬t愛する芥JII龍之介のように

なり、一流作家になりたいという

を抱いていたひ

芥川龍之介貨はそうした新人作家の登竜門とし

て1935'r!:に設けられたの太宰治は、石川連うと共

に都 1Iwl芥川賞の1r夫補となり落選した口そのこと

から「文畿通信J1--で、選考委員の川端康成に対

して抗議の文中を拘載した。さらに晩年に及んで、

文地の故長在志賀ln:哉を名指しで非難するうちに1I¥

させたのである口 (1如是我問J)り

第 i回芥川賞選考委H長の川端康成は「作1fU
りて、 j能の素直に党せざる

(1丈重普通信昭和101f9 JJ%;-) と

していたり通常であれば、自己狩}Jが起りない

ので選からもれたり引き続き今後もいっそう

一 30

精進しようとなるが、かれの場合はいかにも

を逸していたの口伝過剰、独詩的で我が強すぎた

tルピナ

'1 は

いま

い立憲若主出家の下で、近代的自説の幻想、が解体

してし Eく時期に、日意識過剰のなかで自己破壊に

よる既成秩序の破壊をな凶した、念、進的な文芸改

革運動の旗子であったの彼は~とるべき新しい時代

を予感し、作品を過してその模味?と市命を試みた

と考えられるり

しかし、かれはこの世の、義潤!と人怖の 111:

界にlrし粒がれ、幾度か持析して生きる jJを:Jよっ

ていた。彼は突に繊細で、fおつき効く、ブライドを

掛ねるようなが招きると、街動的に心中をくり

かえしたのしかし、その長IS庶フェニックスのよう

に蘇ったむなぜ、か彼だけは死ななかったりわざと

と

この

ているのい

ざとなるとためらいがあるわしきりに sos伝む

を111し、子紙、喝話、メールにサfンを送るぐ〉

こないとなると、いよいよ以道を転げ落ちる

ようにして、日死企j刻、求道、既遂に i~たるの人

間はそう簡単に死ねるものではない。理f11のない

れ死はあり伴ない1¥)

しかし、太宰は人生、ドばにあり、現庇は貧しく

J!!f;?'，で光れなくても、鋭のII'Jこうにある自己像を

たしかなHMで見つめ続けていた、と考えられるの

であるり

ふつうはl'I L'.の本心をHi-られまい、 I鋭かれまい

とするI'IL'.防衛本能が働いて、その場のつくろい、

心にもないおIltiWを斤い、子採みして弁解するな

どして同開に勾を配るの均九 Ift~度り上子というも

のであるい傍11八11、III:IHJの暗には)Iがなてられ
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ないとも甘う。世間の人々は表層的ではあっても

物事をクールによく見ている。反日i軟u I中:枕」

の口頭にあるように、「干?に働けば角が立つ。情

に梓させば流される。意地を通せば窮屈だ。とか

くに人の世は住みにくい。」のである口

太宰作品は、{反而・{反装の背後にある素顔・正

体を作品上であっさりのぞかせる手法と、私小説

的一人称表現技法が多くの人の共感を呼んだりこ

れは読呂-に対してはある心理的カタルシスを与え

る。「死なうと思ってゐた口」口これは小説「葉」

のエピグラフである。小説J支法のな衣を衝く古:き

mし、いわゆる制み、これは山今泉.西の名言のづ|

JHではないし、教訓的、指示的言説で、もなんでも

ない。もちろん持って凶った様な言い凶し、暗示

的物語の展開でもない口誰にだ、って、何時だ、って

uに出さなくても、そんなことってあるでしょう、

という問いかけである口

，;光J干のこころの内投Lにある潜在意識を探り IH

し、代弁する私小説的心理主義に徹していたと竿:

者には思える。まさに i:.題・モティーフの頭初に

おける投げかけと潜在意識、~立識への共振であ

る。文学的表現という免罪符によって、ド気で、社会

的禁忌を犯す。誰しもが内に砲、めてなかなか言去

できないでいるか、容易に表現できない事柄を、

無造作にはき出すように直裁に亘ってしまう。

そこには謎めいた、神秘的、奥ゆかしさとか謙

虚さのかけらもない。何のためらいもなく、ザッ

ハリッヒに唐突に人々の内1Mを表現する手法が随

所に見受けられる。かれは院観的に人々の|付奥の

心瑚を読み取り、表現することに長けていたりい

わば勝れてサイコロジカルな眼力をそなてえてい

たり作家)1:1-.ひさしは、太宰は文章が巧い、桐み

がいいと絶賛する 10) 三品由紀夫も太宰の希有の

J能を認めるが、自己戯II"i化は嫌いだと言う 19)口

世 L太宰は白己の1)'1面を惜しげもなくさらけ出

して↑車らない、自)声的破滅刑の作家であるといわ

れている。その作品群はグレイで沈番号、色彩が無

く、まるでモノトーンの世界だとする評者もいる。

だが「走れメロス」は、青い地"，海市イタリヤ、

シチリア島が舞台である O はるかにナポリを望む

崇勝の地である。 太宰は白然描写はそこそこに人

物描写に専念する口ひたむきな友愛に白かれた物

語は、州i下的な心情の深!凶を覗かせながら、それ

31 

が東洋的心情にも帰一する普遍的な人間の精神で

あることを調っている名作である。

小説「津軽」は、津軽人の過剰なまでに人をも

てなし楽しませることに腐心する気性と、故郷の

山Mの描写が秀逸である口りんご固と津軽自 f-:、

占城の松、日本海の荒波と真っ赤に燃えて沈む夕

日を背景にしている口決-してモノトーンの世界で

はありえない。この小説は生まれ故郷へのノスタ

ルジーを誘う名作であり、紀行文学の最高傑作と

絶賛するIn]きもある。

太宰は東西の I~.典、現代文学に通暁した文人で

あった口 「お伽草紙JI新釈諸凶物語」の譜i誰i諒語草磨唐尉~Jオt性I

富んだ物語l日枇l仕t界の展開は、親しみやすく、明るく

朗らかで、ウイットに'市み、ユーモアにあふれて

いる。

作品の背景には浄瑠璃、歌舞伎、部語、講談な

どの日本伝統I'i典芸能の影響は見逃せず、また物

語の詩的な繰り返し表現とリズムは、津軽地方の

俗謡のそれに起源がある、と長部HI中l雄は指摘し

ている21)。

2.太宰治における仮想的現実

文学は言語による去現芸術であり、人間の心の

真実を表現することを H的としている口それゆえ

作家はいわば精神の宇宙の探求者となる O 心の真

実を洞察するために苛吟し、さまざまな人間的経

験を通して、果てしないこころの旅路にLi'rなけれ

ばならない。ある時には道徳・倫理、宗教、政治、

経済の柵さえも排除して、純粋な透徹した人間の

精神世界を垣間見、そこへ我が身を投じていく。

人間における r"llf1、俳|人の精神的I'Ifilを獲得す

るためには、近代的日我の確立が前提する口封建

社会の倫理道徳を排して、ある時は親族のi:地・

財産への依存から脱却し、独立することが求めら

れる u 太宰の主張には.E.フロムの「人間におけ

る l~ 山」の思想に村|通ずるものがある。

従来の凶習にとらわれず、 1]本人が伝統的に墨

守してきた家族主義さえも百定して、妻が .H的

に夫に隷従する、親が fどものために犠杵.を厭わ

ない、宵H的に奉仕することもない(子どもより

親が大事)とさえ主張する O まして、家族のため

に娘が身光りをするなどということはあってはな

らないのだ。彼の時代には、凶作になると 1..野駅



太宗治における仮想現実と似IfII的連絡

辺りに!娘買いますJのなて看板がたてられ、

人身売買が横行したりそのような時代に太宰は、

精神の白出、偶我の確江のために、現実と

を1Jj偲し、仮想的現実を描き出しかっ虚構

的精神世界を構成し、そこに身をおくようになっ

たのである。

かれにとって文学世界がすべてであり、い引し

か文学的仮想現実が生の現実性を帯び、汗

の場での現実性が薄らぐということも起こり

たり現実と非現実との誕持、逆転もあり

こには日常性や社会什;が希薄化し、

ある時かれの行動がアナーキィで、反社会的、

社会的奇行と映ることがあったかもしれない。そ

のときかれはまさしくバーチャル・リアリテずの

に生きていたのだと考えられる

太宰のい立ちと生育環境は、決して忠;まれ

ていたとは思えない。母親は多産で梼弱しかも

貴族院議員の妻、彼は乳母と技母きゑと子守の

たけに育てられているり幼児期に体験したマザ

…・コンプレックスが、到底櫨しがたい愛情飢餓

Hunger) を中み、終生過剰なまでの

母性震の詫求を続けさせたのであろうか。かれの

心は砂摸の砂のようにいつも乾いていたむ

母親の殺lこ満たされないものを感じ、ぞれが度重

なる心中事件を芯き起こさせた採附の J つであっ

たと忠われる

この辺与の事情については、時間秀が誹綿

ヒている。「太宰iftは11'えの原理のもっとも純粋

で忠実な思想家であり実践家であったのそしてつ

いには11"えの胤理に殉じたのであるoJ(話、 109

。他にも、長男、次男の相次ぐ夫話、長女26段、

3男は27成、末弟16哉、次支34i説、父53段でし

れも病没しているり彼は幕概に阻まれて育った様

なものであ

彼に コミュニケーション障:号

されるの社交祢:jの未熟さというか、人との

き合いに気を使いすぎ、すぐ疲れてしまうので

ある行在静心が強く、我を通すf頃1討があり、

力を借りないと何もできないという不都合ざがあ

った仔{車入の気持ちを掛|酌して適当に対応できな

いため、社会的認知不協和が生じ、社会的孤立を

.j{iきやすくなる

開閉の人々には面倒の掛け通しなのに、

一

あまりそれを討にしていない。かえって親身に

をしてくれる人によそれ転嫁してすまし顔であ

るり幅1v駐の額i銘ーと論理的詐結を:弄する傾向も蕪き

にしもあらずである口こうなると天才は家経や社

会関係を犠牲:にして仕事に熱中し、社会点献する

とばかり一言って賠られなI.t'0 

太事ひと与に探らず、現実と仮想現実との問の

大いなる離新矛肢から、多くの才能ある

自滅の道をることになるの作家の自死の

に「もう丹:けなくなったJとあるが、

を住処とする作家の 111;界は、われわれが住

む現実社会との間で摩擦乾撲が多いのも事実であ

に1Iえば、恋愛や:上主義、テ口リズム、

とかSF物語などは、文. ，..で、は

としてJlrJl Jlttに衣現できるが、現実

世界で実際にそれを行えば、世間一般には許科さ

れないか破綻することが多くなることは明らかで

あろうり現実離れしているが故である

しかし、美しいうヴストーリィも、金t1象や空想、
あるいは見開だけでは惜り物の表現の域をでな

い。迫かあるに迫る

生の体験をド敷きにせぎるを得なくなるわ特に、

太宰のような話体を衣現形式とする小説において

はなお更である日そこに現実社会を律しているタ

ヴーの侵犯が起こるの太宰治はあるi母親交のあっ

、作家はどんなことでも

することが必要なんだ、と訴ゥている。時には不

も背討もである。

同部シメ fとの鎌倉心Ijl'F件はその間に吋た

るり上京してきた長兄が、小山初代との婚約を約

束して金木に連れて揺る。だが初代からは手紙が

来ない。併の政治治動も気来ちがしなく、また}え

にも行き詰まりを!感じていた

謀略哀のパア・ホリウッドの女給シメ子に丙い寄

られ、かれの)ポポ!Jな顕JJ高は、たちまちスクランブ

ルでのクラシュ状態に陥ったのであるり二重に純

した結呆として、行きずりの女性と入水すると

な事件の経緯がみられる付

わが凶近現代文学にお

される 4 群の作家たち

に背Jlt;し

開たる末路をたどゥたのである凸
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太宰文学を特徴づけるものは、日然主義文学へ

の以逆、文学芸術ポ上主義、白己戯剛化、パロデ

イ、道化、世俗的徳日に対する白虐的受難者の表

情、烈旬、ウイットとユーモア、ナルシシズム、

ロマンチシズム、無頼派の主張、作品に成流する

;律背反と自己-矛盾の存在などが挙げられよう。

3.太宰作品のアイロニーとレトリックス

太宰作品の主人公はどちらかというと弱者、向

己wド、ニヒリスティク、受け身的であり、消極

的対人態度がうかがわれるが、それでいてどっこ

い簡単には引き下がらないところが見え見えであ

る。負けよ;的存在で、終わらない。さかんに白己主

張を続けるところが、見せ所、聞かせどころとな

っている。

次第に[nJり舞台のせり卜.がりのようにして物語

は民間していく。ある時は穏やかに優しく、そし

て時には激しい丙葉で)'iたってくる。それはジャ

ブとボディフック、それにカウンターパンチを多

用するボクサーのようでもあるの弱そうにみえて

決してそうではない。したたかなのである。ゆっ

くりと捌め子から本丸に迫る子法を執る O

作品中にみられる多様な特徴は、破滅、破川、

終末の予感、墨絵の 11そ界、煉獄の文学、地獄と現

世との間道、煉獄絵岡そしてベ同の|情段への憧僚、

滅びの予感、実存へのしがみつき(確執、固執)、

|時間的民:!?J. の狭院さ、過去.未〉求~へのこだだ、わりよ

りは現在H

自己I小|ド1心心、的利己的個人 i七:義、 [1己のu的のために

他者を犠牲にすることを版わないなどであり、「道

化の華J1人間失格Jにおいて顕著である様に思

われる O

絶えず白己の想念の開:界に他荷を引き入れよう

とする。かれは果たして近松門主衛門の浄瑠璃の

世界に遊んだりjなのか。太宰の[J癖は、僕と一緒

に死んでくれますか、であった。女たちは逆らう

ことなく、まるで、覚醒HtT示か催眠術にかかったよ

うに、貴公 f然とした太'事の教祖的lI，i見に魅入ら

れてしまう。恋する一途な女心がそうさせたのか。

かれがILきた時代、記録写真でも明らかなよう

に、戦中戦後を通して|玉|民服や軍服着用、もんペ

安が幹通の御時勢に、手lJ服にマント、襟巻き姿は

さぞかしダンデイに映ったに違いない。

秀でた才能をみとめられながらも、第 1luJ芥川

賞の受賞ができなかった主な理由に、審査委員長

をつとめた川端康成による、太宰の不穏な生活態

度の指摘があった。 (1丈塞通信 昭和10年9)]

~J' J)。正統な日本文学の旗手ないし継承者として

は、品性が問われ、今ひとつなにかが欠けている

と思われたようである O

4.太宰治は本当に自己愛性人格障害者なのか

島崎敏樹は太宰を「分裂病質Jとし、かれの妄

想体験を指摘している。また東京武蔵野病院中野

;嘉一医師のカルテには「慢性パビナール中毒症、

精神病質 (Psychopath)の記載があったり今11

では人栴障需のうちの「自己愛性人格障害Jの範

障に入るとされている20)口

心理学者であり、精神科院でもある日城背弥は、

私は天jをすべて精神病質若とするクレッチマー

に賛成して、天才の病理説を支持すると同時に、

つねにこう主張しているのである。創造性は社会

的適応性と逆相関する。天J'は社会的適応性を犠

牲にして創造的活動を行う者だと o (1桜桃つ

のカルテJ)。

アメリカ精神医学会の DSM-IVによる人格障

害のうち白己愛性人格障害の診断項t1をみると、

衣層的にはそのすべてが当てはまるようであるり

これは精神医学的抗候論に某づくもので、受診時

の現症カルテによっている。関係者が記した彼の

日常性活の記録からは、それとはいささか異なり

歯H曲目カ{/t=.じる。

また諸家の評論には、作有の人物像と作品中の

人物描写とが混同されている面も考えられ、おお

いに再考の必要があると忠われる。たとえば、太

宰文学の評論家のうちには、「人間失格Jの大庭

葉蔵は間違いなく太宰の分身であるとして、これ

は私小説的、暴露的、告白小説であると断じ、彼

自身のパーソナリティと IIiJ一視してしまうとい

う、第一義的誤りを犯しているところも見受けら

れる。巧みなこ古;き子である太宰は、忠実織り交ぜ

て真に迫った独特な人物像を描きだし演出する。

われわれ読者が惑わせられるのも宜なるかなであ

る。作家汁・上ひさしが、「太宰は文章が巧い。Jと

賞賛している程だから、われわれは疑心暗鬼にな

り、作!日Iの裏の衷まで読み取らなければならなく
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なる。

彼のライブヒストリーから、

おどけ、議識趣味のあ

られるとしても、誰しもかれがr~(

にすぐれ、過敏であり、

;許であったこと i土佐宵できるであろう。し

かしJi.r師において、徴兵検査はrAj緯合格で市!ぜな

し、家替相続権無く、長兄にはまったく頭がl-.が

大桝飲み、おどけ・冗談好

きであ。たり

それにしても、かれの行貌からどこかi陰気くさ

い印象を与えると見る uもあったが、近づくf;(t't:

たちは、太宰のすらりとした長身、用知的で場正

な科貌に志かれていたらしい。

ヨ111与は111吉戦争"がそのまま

み込まれ、日本は大|時と

界大戦に組

していたリ神間日本は不滅である

「海行かば*7貢く城、i1lhかば草むす械、大~t

の沼にこそ死なめ、顧みはせじり(大伴家持の長

東儀苧芳作曲けなどの軍歌がはや与、「撃ち

てし止まんjと、男子が凶民誠に女子はもんペの

丸刈りの長監禁止であった。彼の活躍した

は、大正口マンチシズムの余韻

，)Ij'I':であったの H1吉戦争、

帝国主義、

あったり子ども述も戦争ごっこに明け暮れ、本は

よりも、軍神になることを夢見た時

る口 t:呂ーたちは捨て身の特攻攻瞥を賛美し

たり[武 I:i誌とぷふiま死ぬtp:と見付けたりのJの菓-

送る歌にも

ば、...・..死んで結れと励まされ……jのフレ…ズ

がみえ、予科練背/主の歌にある!お，)Ijと俺と

期の桜尖いた花なら、死ぬのはいまだ Jr!JJな
らやってみろjと続くりリ1;'11'1:はお同のため潔く命

る、女性はしっかりと銃後を守って、

さんのために後)j文援するという、同をあげての

!欲しが持ません。勝つまではJ の i吋l~+T兵、

時総動員体制下にあった。このような同難は訂

史上、家主襲来のヰ7誌の役以来である

になる治人

特に丙栂合情者は事実

の小学/主からもおおいに料蔑さ されると

Jう引l宵があったりまして、共産主義的動は非合

法であり、それに参加することは反同家主義、

レッテルを張られ、人々からは忌避されたり

ほかにも、日rfj恋愛などはもっての地で、好き

な紹子と結ばれることに憧れはしていても、ヲi人

人11を忍んで隠れて通いづ|きするよ均なかっ

たむ男 1;.:が連れ立ってjよくこともままならないご

時勢であったりかたわち蓄安、安服、

し、蓄妾は男の とま

参政権は無く、売春防止法もない時代背討があっ

たく〉

らL、)、肺疾患は不治の病、

とされ、家族さえ結病マキと

ら忌み嫌われ、法'1年の念をもっ

たれず'iIf.):小学生であった市:Ji'は、サーベルをドげ

た警官も't者会、q たが、ほかにも鮪端に椛忠し

を通る時は、息を止めて小走りに通り

ことを思い出すり純えず家放感染の恐怖があったの

後に結教はペニシリン、ストレブトマイシン、パ

ス、ヒドラジット、さらにカナマイシンな

開発によって不治の病ではなくなったり

はりる家は長男、次男が相次いで縮技忠のため夫

しているから、太宰にとっても少なから

となっていたものと患う。かれには死はいいもの

だの何時死んで、もいいなどと死を授美するような

られるり本心でそう思っていた

間であるが。仔わが人'1:.側J)。

なによ与も負担を感じていたこ

とは、世間づきあいという側1Mであったかもしれ

ないn 下女・ド男、火中など使}詩人を合めると30

人という大家族であったりおそらく n
らず、絶えず}品開に気配りが必要であっ

たと胤われるつかれにとって子守のたけのイヂ在は

大きいの誰よりも慕っていたの 幼少期の経験はた

けを掠きにして言語れないり(rおもい出の記JIパ

うことで、

をカバーしていたのではなか

ったかむそれによって111:問から、家族・身内から

も ~E離を Wt き、ひたすら日心のシェルターに関じ

こもり仕事に専念するというスタイル、文字通り

を隠すために仮面をつけるのシャイで弱気な

しにすることを恥己、 f1i1白i的人搭を形
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したりだからいつも 与るの

すなわちスタイルに気をつかい

ながら、ユーモア・駄州落を述発して煙幕をはり、

i片間のご機嫌1riJいにキHつとめる。かれはたちまち

ピょに口に変身し、道化を演じ続けるのそれでたぶ

ん往来無11で、陰気な性分をひたj認しにしていたの

であろう

サたが、ただ

ったよう

きょEきとし多弁になったらしいの無料撲である山

いつも素顔を階、し仮面を付け沼イヒに変身した口 IE

体を知られることをひたすら 4憐れたり

j両精依存症、薬物依存症のほか、進行性肺結般

の長篤化、料済的逼迫、以前から統くひどい不眠

抗、)長敢なる芥川賞受賞の失敗による失意・

かかわりのあった女性に対するケアと

などなどから

ーていったの

を変え、かれのパーソナリティ適応につい

て、交流分析という視点からヱゴグラム分析の事

例を通して分析を試みるならば、これはあくまで

も似定の問組であるが、太宰は本来他者i守定、自

己何定のN別であったかもしれないりだがしかし、

1'FM，上では、ドiLJi'JAl.、他汗百定の逆N刑iこみえ

る。自己中心的で、 n我主張が強く、

決で、持訪に人

し

ているのだけわたし J
U
 

"'0 のk}在葉裁は太宰の分身であり、

多少デフォルメされて再;かれていると riわれるひ

白しょの -1tJe.をなぞって、忠実に描いていると訴

する人もいるが、1'1L'.の内と外の現実の対比と深

刻な背怖の軌跡を辿り、巧みなれ己分析、 ri L'. iliiJ 

察と深速な思叶;の跡が11iJわれることによって、

人々は

な

ノーと

した出場所を見つけにく

い心白分のことよりも他人の心配ばかりする

間的にはいつも加なみ:場にいる。いうなれば他人

に奉仕するために生れてきたようなものである円

なんでもかんでもつい引き受けてしまうから、し

まいには収拾がつかなくなる O

太宰の文学は現実と正反対の精神的状況を表し

ている心

望である。九=いねえの富ムf:は、ゃっ iまり、いい

とこあるねえ。よくやっているなあoJo Iかなわ

ないと思ったり市 1:はやっぱり{苧い。jとまで註うり

まるで人間が人間に話しかける様に表現するので

ある口

i戦えて日うなら、作者の情念:がIl!に投影され転

移しそれが逆転移して、

してきて、

である。も

上IJtそのものがr11]1ヒ

引き込まれていくの

によるサイト*

てしまうのである

このーは異様にみえる表現にも、深層心理の袋

を岨かせる手法が見いだされ、彼-流のレトリッ

クであろう。このようにみてくると、かれの作ifli

上にみられる鞠りのテクニックのi誌が、すこし解

けたような気がする仔

ら、 ちに

きがとれなくなってし

たちは、文学的にはまだまだ未熟で什己溝起して

いないし、過剰なまでに飽符宵定紋存のタイプに

なっているから、luJt NJWにi投獄することになる

双}jの相性は抜群である。太宰は神格化され、 k

'1"1:は単なるアイドルファン以上のイヂイEになる口

つ恥叩
‘J、J
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の問題であったの勿論、こ

は、説明が可能になると誌

少なくとも太!日静子、

バーチャルリアリティの桃源鶏に存在した美しい

ちであったの桜桃がよく似合うむ

太宰のカタスト口フィは、そうした状況をつぶ

さに察知し、観取し、同-課した1111崎官栄の出会

いからはじまったかもしれないn 体}Jの消耗、病

気の進行と重篤化、精神

(Marasumu引を発flEさせ、ついには創

作意欲の喪失に至ったのであろう n 自己実視をい

ささか果たした様に感じながらも、何でも引き受

けてしまうとし寸性分、もうこれよ;A.t.，は無理とい

う季Jt:!謀、fI分が内分でなくなるというれ

牲のj成氏、れしよ喪失惑が潔い、極度のうつ状態、

る

FPドの民 L主義へのこヨベルニクス

って、現実のものとなった()かれは

{の

け

主義から

によ

たりも;まやかれの桃源郷、バーチャルリアワティ

に遊ぶ必要性が蕪くなったり li1j帰してみて気付い

以前の似想現実が現実化した姿

だf た。

第:次渋界大戦後すべてのH本人は、持折感と

n己喪失!惑に襲われ、うち討しがれながらも、荒

を誌にして、社会的1111i11奇抜の転換と新

たな討中の道を模索していたれ

れ、故郷の再'tが共同体的意識を刺激していた時

代、改めて「斜陽jと紀行文学としての傑作

均三千{耐iされることとなったり

さ

はもはやその必要性は熱くなったかにみえたり

しかし、巷には民主ド義とともに資本一主義、持活

主義がはびこり、民族の純lflL性は

[itjt義、 k.手11魂、問教思惣も一揺されたけ

なかの「爾~11込父母ニ孝ニ

崩友;相{言シ

教え

争}{{T:.i!l求、

教育などについて論議は、1'11fTと、ド等の新しし

本を予感させたっ

婦人参政権と売が防止法の成立に対するIlil会の

ちと、成 ¥'r~こ反対する男性議Hの所むは I I 

行不十文で子手掛し、遅々として進まなかった。こ

のような決請のなかで、いわば保制派の文学運動

は、一つの除史的事実として、近現1tu本文学史

卜.に îj~i~去されることになったのである。

トの手IJ}IJ 

パソコンカ王子守及し、 11県{象によるマス・

るの

、丈字文化の衰退を招いたり

と携信電話、パソコンネッ

り、社会変革が若しいのが

太事は、おそらくかれI'f身の丈学と人生の LI棋

を失っていたにちがいないηttその1[1がすっかり

わってしまったのであるけどの文学賞もとれな

い、 fj1‘に無冠の人気大衆小説家でしかなくなって

し に破j威しなにもかも失った 11 は、

ドで、身!静子で

くことはii'rされなし

分け、建IIIfl'公Jr;l:.t1fl.に反する

人れられないわけだから、われわれは

iyiを、バーチャルリアリティのtll:Wにいったんは

返すより他はないω それゆえ「人間失格!は、す

でに占典となってしまったかにみえるり

しかし現代人は依然として、「人rHl'，k十持jの大

庭葉詩的結神的状況におかれているのかもし

い。 V.E.フランクルは、多i憾な11肘直線が横行す

るか、没1i話会史的なJJL代社会において、現代人は多

人絡をそなえている、と

ら高度料消成長時代への躍進はかつて 指摘する

の日本社会の幻影沼う必要-はなくなり、大 11本'I'i'i

るにいたったの議的に社会一

を潜げたのであるひ いる 'li-を きなV'o l'IL.!.!f 
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衝動的な犯行である。お笑い芸人が受け、漫{肉I.

アニメが流行る所以であるりとかくにこの世は住

みづらい、と感じている右年同が増えていること

を思えば、これからも時空を超えて太宰作品はtt

き続けるにちがいない。

それにしても昨今の太宰人気はどうだろう。，+.

誕百年記念のためばかりではなさそうであるり太

宰ブームが起きている。彼の文学は閉業!惑が漂い

社会に理想、と希望を持てない時代の徒花なのか口

将来に希望が持てず、人間不信に陥る青年は何時

の時代にも存在する。それが恨強い太宰人気の秘

術であろうか口

太宰作品の「斜陽JI人間失格」は、たとえて

尖来凶のアダムとイヴ、諸説の一つにあるダヴイ

ンチの流産してもの悲しげに微笑するモナリザに

皆えられるかもしれない。人間の原罪、現世の背

悩と不安をあからさまに、つぶさに煽り、物語っ

た作品群で、あろう。虚構として創作される物語は、

人の心を動かしてこそ、初めて文学史を生み出す

ことになるのはいうまでもない。心の真実をi1葉

に表現してこそ芸術たり得る O 太宰作品において

は、 't=.と死、善と忠、意識と無意識、現実と非現

実、愛と憎しみ、生産と破壊、歓喜と悲点、幸福

と不幸などが:律背反としてあらわれる。

アメリカの心理学者].S.ブルーナーに従えば、

彼は観念的論理的で析学的思索別であるよりは、

感性的感覚的で直観的な思考~に属する認識形式

を備えていたと思われる。物語の展開は帰納的で

あるよりは演縛的である。 時には物語の入れ子構

造の関係枠の中から笠場人物があらわれ、新しい

人物が現れると話は枝分かれ構造のプログラムに

従って分節化していくが、最終的に整合性を示し

て完結する特徴がある。

太宰作品はわかりがいい。平明なu常的会話(話

体)がそこにはある O 読者は存易に作中人物にア

イデンテイファイできる。しかし、読者は一線に

先がどうなるか予測がつかないため、それでおも

わず引き込まれていくぐ〉結末よりも刷折した物語

プロセスのI自j白さが見いだされる。勧善懲悪、義

理と人情の古い説経節的な臭いはしない。どちら

かというと、篠懸の文学散歩道を散策するといっ

た風情がある。かれの文?芋は誰からも愛される。

太宰は心底から栄誉を望んでいた。芥川賞であ

る。 2皮候補に Lがり失敗したり 3度目は候補か

らはずされた。その無念が後の絶筆に、「汁-伏さ

んは悪い人です。」と書き記す事になったのであ

ろうか。はじめから市冬わりまで、なにからかにま

でお世話になり、終生の師と仰いだ文豪井伏鱒二

への最後の言葉がこれである O

この謎は、今日もなお解けないままである。あ

えて文化記号論的推論を試みるならば、先ずは、

サロンならぬ文壇代表への議訴、なぜ一言あなた

の小説は点派な文学ですよ、と r;ってくれなかっ

たのでしょう口私はもうこれ以上は無:瑚で、すとい

う気持ちを、最も尊敬する大御所井伏先生にぷっ

つけてみた。芥川賞は白己の作家としての存千I:~JE

I~j以上のものであった。彼ならずとも現在の自分

n身に満足している人は少ないかもしれない。人

生における白己実現は子に入れようとすると、い

つも彼ん-に遠ざかるものだからである口かれの場

合は、内分の小説が単なる私小説以上のものであ

るとの円負があり、決して流行大衆小説家、三文

作家でないという証明がほしかったのであろう O

百かれにとって文学は命、牛.きる証しであった。

そして、テクストのもう一つの意味解釈コード

は、作家としてここまで育ててくれた事への感謝

と怨み節、あなたは暗黙のうちに賞をとれる作家

になれと一三ってきた。作家として頂点になてると

nっていた。白分でもそう思ってきたけれど、所

詮は}HfJIjlだった。このようにし向けたあなたを恨

めしく思いますと o I汝を愛し、汝を憎む。J(津

軽J) は、太宰一流のレトリックである O

この一見逆説的にみえる、二律背反的表現には、

怨念ばかりでなく、、並々ならぬ感謝と廿えと思慕

と敬愛の念が込められていたと考えられないだろ

うか。彼の文章の入り子構造的表現には、さまざ

まな陪聡が潜んでいる O 世に悪友という弓葉もあ

る。切っても切れない、離れようとしても離れら

れないというような相互依存の人間関係のことで

ある。

もうわたしは疲れました。ごめんなさい。期待

に添えなくて。わたしはあなたのいい子になろう

としましたが、あなたに出会って迷い道に入って

しまったらしい。もっと白分らしく生きたかった

のに。もう遅い口「あなたは悪い人です。」。いま

分かりました。私は相当なワルでした。でも先生
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A'，ドifiにおける収支1現実と似liu的過え;

もワルですよね心わたしはそれiこ気付いていまし

この IH:を去るに際し、 1:忠人 i五機jをいまは

っきりと'悟ったのです。思(おおいなる;畏;敬の念

を込めて}井伏鱒二先生、こころからあなたを尊

し敬愛しています。作り難うございました。ま

た天IKIであいましょう。「私iまあなたを愛し、

みます。J。

生藤春夫抗iの手紙

うある。

2月5口)にはこ

{芥川賞をもらえば、在、は人の'出

くで、しょうりさうしてどん

な苦しみも戦って、牛.きて行け

ますね私を劫けてドさいの

A ・41-42頁)

と;京顕しているのこれは人i設みはずれたj詩型であ

るの太宰は佐藤春夫の手引きによって、この 31I 

後に佐藤春夫の弟が院長をしていた東京武蔵野病

入院させられたのであった。作品i

の原体験は、この時の I~則前軽験が芯になった。

に戦後の 3年間は、ッ忘れっ f作家とな

丈椀で雄同とした地位を築いていた。新聞、

講演会など多

日々を送っていたψ高額な原稿料収入もあり、

生活必盤は安定していたと見られる

しかし、ここに…・つの疑問が成るりそれにもか

かわらず健撲が思北し耐えられなくなった時、な

ぜ太字詰 Hら望んで内;入院し治掠を受けようと

はしなかったのだろうか。本人も開聞の者もそう

しなかったのかれは病状のJ悪化を穏し、技慢をつ

素知らぬ加して、以前のようには人に

なかったのではなかったかのこのとき痛みに耐え

かねて、智治、に1睡眠法導耕、パルどナー

ようになっていた。薬物人子は富栄の役目で

あったの日栄の日記にはこうあ

さん

日の水が捕まり、このごろで

は痛い、痛いと得有るのは

もうダメなのですの

6 ) Jl3 LJ ) 

山崎官栄の次兄年・が太宰と

校の卒二業'1:.で、あったの出会いは日行革U22{f3 ) J美有

本のIIiJ1最中村貞子の紹介による。太宗さんは人に

甘えないことをなんでも私に話してくれます、と

している (1長引ト.JJ<;J<死行J)

5.永選の愛

おそらく i唯一山栄にだけには心のうち

をfTち明け、 うと i諮った

ないの双方合意の上での心qr行であったと思われ

るので為る。決して、 1":上三われるように、

が天 II~J で車iii ばれる恋のために加殺したのではな

いりなぜなら富栄には ['1死する、それほどの績報

は、{也に見あたらないからである

井伏鱒三の1111高は才'ir妥叶性を欠いている。一

応i弱死と言うことになっていて、当時の技査記縁、

見等は古15外務で公表され

る筈もなく、すべて伝聞による鑓測の範凶を出て

いない。カルモチン、 iミ:椴カリなどの薬物を飲ん

だなどと市:き記すのは、伝聞によ

るり

務違jえの疑いがあるし、さらに人権侵%の疑いき

から Eとはえ

ないとしても、可能で、あ ~ 

づいて党百する宇が漉切妥"iであろうり現在でも

相変わら

修ーが戦死し、実家の姓である 11 :f~M して

間もないという事情があったにしても、かくも

い期間のH念公いだけで、心IIJ十11子になろうとし

たことは理解しがたいの

考えられることは唯一IliJ情のみとなるが、それ

なら、聡明な彼女が太平に病気治療をすすめ、白

とどまらせることを何故しなかったのだ

る主主I'i欲がそうさせたのだろうか。

人カサ片る妻子あるヲj'性である

(1919閉1948) は、なにもかも飲み込んで、

を汲み取り、冷静に状況判断をし

したり n分に約束された将米の栄一光、忠まれた

暁j肢のなにもかもかなぐり拾て、自己犠牲を払う

をしたの純愛を A途にft急、 15に殉じ、
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という短い生涯を終えた。文字通り、恋に生き、

愛に生きた、のである O

最大の原肉は太宰がk性遍暦の果てに宿栄と結

婚を望み、宿栄もまたそれを強く望んだというこ

とであった口太宰は富栄に「若と一緒になれたら

もっと'1:.きて、いし、小説を古くよ。」と話していた。

恋愛宅卜.主義者で、あったり最y.この世では11-1・わぬ

恋、 Illrj人はそれを意識していた口結ばれるために

双万介意の九 心中を決意したのである。

彼女の I1記の断章を次ぎにあげておくの

愛してしまひました。

私は、先'tを愛してしまひま

した口どうしたらよろしいの

でございませうか。お逢ひで

きなし、 [1は、なんといふ不幸

せ.....口

(HR手fl22{下5)J 19日)

わたしが、ほんとうに心から

の一宇せを感じるときは一つだ

け。ほんの知し、とき、それを

いじておりますの口

それがあるから苛しい生活に

もたえているのですり

それは、あのお方の恋したひ

ととして、御---~章者に、長い間

待って、楽しみにしていた、

永遠の旅立ちをするときなの

です口」

( Ai内1122年12)]llll) 

「サッちゃん、い(死)くよ」

「お願い、つれていって」

合点されて、

「一緒にい(死)ってくれる?J 

「ねえ、お願いです。私ひとりを

残さないで、つれて死ってドさい」

「いろいろ、 lll:請になったねえ」

「ううん、私こそ…そんなこと」

「休さえ丈夫であったらなあ、な

んでもないんだのに、サッちん、

ご免よ」

「いいえ、初めから、死ぬ気で恋
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をしたんですもの、ご免だなんて、

仰布らないでドさい。あなたに、

悪いとこなんて、一つもありはし

ませんわ。」

修治さんは可哀想です口結核なんて病気を、神

様は..…。

I~\は、惜しいよ。僕には、f;を

死なすなんて惜しいよ。」

「いいえ、あなたこそ、私にはも

ったいないおひとです。すみま

せん。御免なさしL 御一緒につ

れていってドさいね。」

「一緒に死んでくれる J

「うん」

「ありがとう、とみえ、随分苦労

かけたね。あの世といふものを、

僕は{三じないけれど、もしあっ

たら、計をもっと大切にするよ。

どこへでも連れて歩くよ O 可哀

想だなあ。」

「ううん、 IIJ哀想だなんて、あ

なたこそ、あなたのやうないい

ひとなんて、もういないのに、

い(死)く uをきめてドさい。

用意しておきます。」

(U臼干IJ23if1月13日)

世間の人々からみれば、単純な理由から、ある

いは何の理由もなく衝動的に白死する人が少なく

ない、と言われているが、おおくは病気、経済的

行き詰まり、厭世による場合が考えられる。どん

な事情があろうとも、そこには時間的展望.の消失、

利那的、眼前的思考、衝動性、共同体との北離、

絶望、うつ状態、志欲減退などが考えられる。太

宰は、「さらば読者よ、命あらばまた他R0 )乙気

で行かう。絶望するな。では、失敬。J(1津軽J)
と「子い世いて、 ¥Iiの本人は絶望してグッドパイし

てしまった口百、恋に生き、文学に殉じたのである。

かれは「私はれ分を変人とも、変わった男とも

思ったことはなく、きわめて当たり前の、また|日

い道徳などにも非常にこだわる質の男です。J(Iわ

が、|ソ1:.を語る J) と請っている。かれ白身の白剛

的n葉のなかに、その気質に白虐、白JI朝、白己分



太宰ihにおける射想JJ!'kと仮lliHI0適応

自己悌疑的

たようである

ることを良認してい

「自分はぶざまな辻青業 自分はもう死ん

でいる心私はいまは人ではない。Jr芸誌家という

奇妙な動物Jに過ぎない、と書いている。 (r鴎J)。

未完の「グットパイJには、かれの現世への来線、

を;組問はる思いがする O

真の愛は永遠の''1:.を約束する。愛は不老不死の

妙薬、しかし、愛の探求者はいつも孤独である

の柵を拾て去り、真の愛を直観した

りの人間としてのまったき自由を得たと信

じたのそのとき、愛の神の幻影が現れ、現世に別

れを きたこと た。つい し

尽くした (burnout) のである。市永遠の愛に生

きたのである。

ここにおいて、太宰は永年の津島家・長兄の絞

枯から、そして文学界とりわけ恩師井伏鱒一

からも解放され、はじめて真の精神の自由を獲得

したと討えるつだれでもがもつであろう根川的不

安(死)を克眼したのである

最後のi瞬間まで、織の液んだi耐のはは、読のl[lj

こうの自己保を、たしかに観つづけていた。

結びに代えて

葬儀委民長として太平の追悼を行った悪品う，む

雄は、次のように山崎富栄について述べてい

rA<十fがどんなに我誌なことを言おうと、どん

な刑事を言いつけようと、片 .Iの抗弁もしない。

すべて言われるままに立ち撒くのそればかりでな

く、指械的にこまかく気を配って、身辺の面舗を

みてやる。もし、隙間風があるとすれば、その)此

にも太宰をあてまいとするのそれは、全く

家庭外で仕事をする習慣のある

とって、さっちゃんは最も完全な侍女であり、看

護婦であった。…死は、彼にとっては鼻櫛の旅立

ちであったろうのその旅立ちに、蚊後まで、さっ

ちゃんが付き添っていてくれたことを、私は、む

しろ嬉しく思う

{長篠康一郎「太宰治式j高野心中J)

に満年齢太治39哉、 111輸出栄29成であった。

末筆であるが、太宰治とゆかりの深い津品目先知

子、津島佑子〈本名二里子)、太田静子、 AIH

いずれも女流現代作家として名をなし

数々の文学賞も受賞されている口津島閥

f‘氏は背楽家、制家として活躍されており、

なおも永永と

いることを!よiわずには肘られないの

おわりに、作家太幸治を偲び、無名のギリシア

の船乗りの持を捧げて、この小i論告?削じることに

したい。

明、問

9 人の本夫が、

あなたに 毒合mを

うな治ましている口

われわれの船は

その時でも、

数多く

嵐

だが、
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